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第
三
十
七
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

〜
築
け
木
材
新
時
代
、
改
革
・
創
造
・
挑
戦
〜

　　　　　　　　　　　名
　古
　屋
　市
　で
　盛
　大
　に
　開
　催

　　　　　　目
　　　　　　　　次

一
面
　　全
国
振
興
大
会
を
名
古
屋
市
で

　　　　　　開
催
し
、
業
界
の
総
意
を
も
っ

　　　　　　て
宣
言
を
決
議
　　多
数
の
来
賓

　　　　　　出
席
の
も
と
盛
況
に
開
催
　

二
面
　　功
労
者
等
を
表
彰

三
面
　　木
材
需
給
見
通
し
を
下
方
修
正

　　　　　　八
千
五
百
六
十
万
k
台
に

四
面
　　景
況
調
査

　
全
木
連
・
全
木
協
連
が
主
催
す
る
第
三
十
七
回
全
国
木
材
産
業

振
興
大
会
は
、全
木
連
東
海
支
部
・
愛
知
県
木
連
の
担
当
に
よ
り
、

十
月
十
七
日
に
名
古
屋
市
の
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
大
会
議
事
で
は
別
掲
の
宣
言
を
満
場
一
致
で
決
議
。
引

き
続
い
て
第
二
部
の
記
念
講
演
、
第
三
部
の
表
彰
式
を
行
い
、
こ

の
後
、
懇
親
会
に
移
り
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。

　　午
後
一
時
三
十
分
の
開
会
に
先
立
ち
、

二
〇
〇
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
上
映
。

　
国
歌
斉
唱
の
後
、
岐
阜
県
木
連
伊
藤

会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
物

故
者
へ
の
黙
と
う
を
行
い
、
大
会
を
担

当
し
た
愛
知
県
木
連
上
地
会
長
が
歓
迎

挨
拶
を
し
た
。

　
大
会
会
長
の
久
我
全
木
連
会
長
は
、

別
掲
の
挨
拶
を
行
い
、
つ
づ
い
て
来
賓

の
農
林
水
産
大
臣
（
代
理
・
加
藤
鐵
夫

林
野
庁
長
官
）、国
土
交
通
大
臣
（
代
理

・
水
流
潤
太
郎
木
造
住
宅
振
興
室
長
）、

神
田
真
秋
愛
知
県
知
事
が
木
材
産
業
を

激
励
す
る
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
別
掲
の
宣
言
決
議
を
静
岡

県
木
連
新
間
会
長
が
朗
読
提
案
し
、
直

ち
に
こ
れ
を
満
場
一
致
で
決
議
し
て
大

会
議
事
を
終
了
し
た
。

　　な
お
、
宣
言
決
議
は
、
関
係
機
関
、

国
会
議
員
等
へ
送
付
し
、
周
知
と
お
願

い
を
実
施
す
る
。

　　午
後
二
時
三
十
分
か
ら
記
念
講
演
と

し
て
、
時
事
評
論
家
の
増
田
俊
男
氏
が

「
日
本
経
済
出
直
し
の
時
」
の
テ
ー
マ

で
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
講
演
し
た
。

　
こ
の
後
、
表
彰
式
に
入
り
、
加
藤
林

野
庁
長
官
の
祝
辞
の
あ
と
、
①
退
任
団

体
長
②
木
材
産
業
功
労
者
③
協
同
組
合

事
業
功
績
者
・
優
良
組
合
の
各
表
彰
の

順
で
式
が
進
ん
だ
。
表
彰
後
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
愛
知
県
の
下
谷
勝
彦
氏
が

謝
辞
を
述
べ
た
。（
受
賞
者
名
別
掲
。）

　
最
後
に
、
来
年
の
開
催
地
担
当
を
代

表
し
て
、
中
谷
近
畿
支
部
長
が
挨
拶
し
、

長
野
県
木
連
若
松
理
事
長
が
閉
会
の
こ

と
ば
を
述
べ
て
、
と
ど
こ
お
り
な
く
大

会
は
終
了
。

　
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
、
同
会
場
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
懇
親
会
が
開

か
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。
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一
、
木
材
産
業
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う

二
、
木
材
利
用
を
推
進
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
し
よ
う

三
、消
費
者
の
信
頼
を
高
め
る
乾
燥
材
、

新
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
安
定
供
給
に
努
め

よ
う

四
、
木
材
利
用
の
拡
大
を
通
じ
健
康
・

環
境
に
貢
献
し
よ
う

五
、
真
の
環
境
配
慮
型
産
業
へ
の
再
生

を
目
指
そ
う

六
、
違
法
伐
採
材
の
輸
入
を
拒
否
し
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
林
産
物
関
税
を
堅
持
し
よ
う

林
野
庁
長
官
感
謝
状

▼
秋
田
＝
片
谷
博
光
▼
埼
玉
＝
木
村
卓

司
▼
愛
知
＝
待
井
雄
介
▼
滋
賀
＝
大
江

利
男
▼
島
根
＝
浦
田
昭
一
▼
広
島
＝
菊

池
建
▼
愛
媛
＝
井
関
和
彦
▼
福
岡
＝
小

野
泰
治
▼
大
分
＝
野
田
忠
美
▼
宮
崎
＝

野
上
幸
男
▼
全
市
連
＝
竹
内
弘

全
木
連
会
長
表
彰
状

▼
北
海
道
＝
三
津
橋
雄
孝
・
横
道
俊
彦

・
千
葉
昌
一
・
奥
山
　
彰
▼
岩
手
＝
本

宮
将
▼
宮
城
＝
伊
藤
忠
文
▼
秋
田
＝
鈴

木
稔
・
林
晋
介
・
加
賀
谷
正
人
・
能
登

一
▼
福
島
＝
滝
澤
俊
夫
・
朝
田
宗
弘
▼

茨
城
＝
常
井
滋
▼
栃
木
＝
益
子
和
重
▼

群
馬
＝
須
永
和
三
郎
・
堀
川
正
一
郎
▼

埼
玉
＝
金
子
尚
市
▼
千
葉
＝
桐
谷
實
・

露
崎
昭
三
▼
山
梨
＝
深
澤
倭
▼
東
京
＝

前
大
会
以
降
退
任
団
体
長
表
彰

木
材
産
業
功
労
者
表
彰

　　大
　　会
　　会
　　長
　　挨
　　拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社
団
法
人
　
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会
　　　　長
　　久
　　我
　　　　一
　　郎

栄
　　え
　　の
　　受
　　賞
　　者
（
敬
称
略
）

全
木
連
会
長
感
謝
状

▼
三
重
＝
樋
口
幸
一

全
木
協
連
会
長
感
謝
状

▼
新
潟
＝
本
間
元
弘
▼
三
重
＝
樋
口
幸

一
▼
山
口
＝
富
田
重
與
▼
原
木
＝
一
條

興
一

て
高
く
、
円
高
も
一
向
に
収
ま
ら
ず
、

株
価
の
下
落
に
加
え
て
ア
メ
リ
カ
の
経

済
に
か
げ
り
が
出
て
き
た
こ
と
な
ど
を

考
慮
す
れ
ば
、
実
感
と
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
我
が
国
経
済
の
回
復
は
遠
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
の
中
で
、
日
本
の

科
学
者
二
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
同
時
受

賞
す
る
と
い
う
快
挙
に
、
我
が
国
の
科

学
技
術
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
あ
ら
た
め

て
認
識
す
る
と
共
に
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
技
術
立
国
、
日
本
の
経
済
再
生
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
期
化
す
る
不
況
と
住
宅

投
資
の
低
迷
は
木
材
産
業
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
森
林
・
林
業
に
も
重
く
の
し
か

か
っ
て
来
て
い
ま
す
。
木
材
産
業
界
は

出
口
の
見
え
な
い
不
安
定
な
経
営
環
境

下
に
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
構
造
改
革
を

急
ぐ
と
共
に
、
消
費
者
の
視
点
に
立
っ

た
発
想
へ
の
転
換
と
そ
の
実
行
を
改
め

て
決
意
し
、
各
般
の
事
業
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
例
え
ば
品
質
・
規
格
の
明

確
な
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
、
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
技
術
開
発

の
支
援
、
木
材
利
用
の
推
進
へ
の
努
力
、

秩
序
あ
る
木
材
貿
易
の
確
立
等
、
早
急

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
先
の
国
会
で
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
の
京
都
議
定
書
が
批
准
さ
れ
、

炭
酸
ガ
ス
排
出
量
を
六
％
縮
減
す
る
こ

と
が
国
際
約
束
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
そ

の
う
ち
三
・
九
％
を
森
林
の
炭
酸
ガ
ス

吸
収
能
力
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
循
環
型
資
源
で
あ
る
木
材
は
、
こ
の

目
標
達
成
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

木
材
利
用
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
活
発
な
森
林
経
営
と
健
全
な

森
林
育
成
の
た
め
の
活
動
が
可
能
に
な

る
の
で
あ
り
、
木
材
資
源
の
再
生
産
を

通
じ
た
、
炭
酸
ガ
ス
吸
収
こ
そ
が
地
球

温
暖
化
を
防
止
す
る
切
り
札
に
な
る
か

ら
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
木
材
産
業
が
担
う
役

割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
成
立
し
た
森
林
・
林
業
基
本
法

に
お
い
て
も
、
木
材
の
利
用
推
進
の
担

い
手
は
木
材
産
業
で
あ
り
、
木
材
産
業

の
活
性
化
が
森
林
・
林
業
の
活
性
化
に

欠
か
す
事
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
に
も
木
材
産
業
へ
の
行

政
当
局
に
よ
る
財
政
的
、
制
度
的
支
援

策
を
具
体
的
に
ご
検
討
頂
く
よ
う
関
係

方
面
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
は
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
厳
し
く
な
る
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
木
材
業
界
は
森
林
・
林
業
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
数
少
な

い
産
業
と
し
て
、
引
き
続
き
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
決
意
で
す
。
ご
列

席
の
関
係
行
政
機
関
、
関
係
団
体
の
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
大
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
準
備
万
端
整
え
、
お

迎
え
い
た
だ
い
た
全
木
連
東
海
支
部
上

地
支
部
長
始
め
皆
様
の
ご
尽
力
に
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
、
私
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
三
十
七
回
全
国
木

材
産
業
振
興
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
名
古
屋
国
際
会
議
場
は
、
中
京

経
済
圏
の
中
心
に
位
置
し
、
東
西
の
文

化
・
経
済
の
交
差
点
と
も
い
え
る
所
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
二
〇
〇
五
年
に
は
こ

こ
愛
知
県
に
お
い
て
環
境
を
テ
ー
マ
と

し
た
愛
知
万
博
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
木
材
業
界
が
悲

願
と
し
て
い
る
木
の
文
化
復
活
の
誓
い

を
発
信
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と

こ
ろ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
本
日
は
大
変
ご
多
忙
の
中
、
農
林
水

産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
林
野
庁
長

官
、
総
合
食
料
局
長
、
愛
知
県
知
事
、

愛
知
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
多
数
の

ご
来
賓
の
ご
臨
席
と
、
全
国
各
地
か
ら

多
数
の
会
員
、
友
好
団
体
の
皆
様
の
ご

参
集
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す

こ
と
を
、
心
よ
り
光
栄
に
存
じ
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受

賞
さ
れ
る
方
々
に
は
、
長
年
に
わ
た
る

ご
精
進
と
ご
労
苦
に
対
し
深
甚
の
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　◆

　
さ
て
、
昨
年
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
お
け
る
本
大
会
は
二
十
一
世
紀
最

初
の
大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
木
材
新
時

代
の
到
来
を
願
っ
て
、「
木
材
新
時
代
、

消
費
者
視
点
へ
の
発
想
の
転
換
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、
大
会
宣
言
で

は
「
木
材
産
業
の
構
造
改
革
、
木
材
利

用
の
推
進
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
材
・
乾
燥
材

の
供
給
、
新
技
術
開
発
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
林
産

物
関
税
の
堅
持
等
」
の
当
面
す
る
重
要

課
題
に
つ
い
て
、
行
政
の
ご
支
援
を
得

つ
つ
業
界
の
自
助
努
力
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　
こ
の
一
年
間
我
が
国
経
済
は
、
デ
フ

レ
傾
向
の
も
と
で
な
お
深
刻
な
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
経
済
報
告

に
よ
る
と
、
本
年
度
の
実
質
経
済
成
長

は
当
初
予
想
を
や
や
上
回
り
対
前
年
比

プ
ラ
ス
〇
・
四
％
程
度
に
な
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
失
業
率
は
依
然
と
し
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阿
部
稔
・
高
梨
忠
男
・
西
和
彦
・
津
村

進
也
・
田
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田

康
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・
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瀬
幹
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吉
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重
俊
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磯
部

文
夫
・
伊
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一
良
▼
三
重
＝
川
村
丈
夫

・
坂
義
明
▼
滋
賀
＝
大
澤
義
憲
・
千
里

篁
▼
大
阪
＝
貴
多
野
泰
夫
・
佐
々
木
健

一
・
松
田
一
彦
・
奥
森
正
弥
▼
兵
庫
＝

　　木
材
需
給
見
通
し
を
下
方
修
正

　　　　　　　　　　　　　　林
野
庁
・
需
給
対
策
中
央
協

　
林
野
庁
は
九
月
二
十
六
日
に
木
材
需

給
対
策
中
央
協
議
会
を
開
催
し
、
三
月

に
策
定
し
た
平
成
十
四
年
の
木
材
需
給

見
通
し
の
見
直
し
を
行
い
、
当
初
の
見

通
し
値
を
四
百
三
十
八
万
k
引
き
下
げ

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
平
成
十
四
年
の
需
給
量

見
通
し
は
、
前
年
比
六
・
九
％
減
の
八

千
五
百
六
十
三
万
一
千
k
と
な
る
。
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K
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4.
〈
　
〉
内
は
、
工
場
残
材
を
利
用
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
需
給
量
で
あ
り
、
製
材
用
等
に
丸
太
換
算
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
外
書
き
と
し
た
。

5.
（
　
）
内
は
、
前
年
比
（
％
）
で
あ
る
。

6.
数
値
の
合
計
値
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
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野
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宮
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井
恒
夫
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愛
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林
満
茂
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知
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岡

村
博
形
▼
福
岡
＝
　　尾
清
正
・
溝
口
規

矩
男
・
松
本
新
雄
・
岸
幹
夫
▼
長
崎
＝

西
村
俊
輔
▼
熊
本
＝
鎗
水
基
徳
▼
大
分

＝
上
田
啓
二
▼
宮
崎
＝
持
永
宏
一
▼
沖

縄
＝
渡
辺
忠
孝
▼
全
市
連
＝
小
杉
弘
夫

▼
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
＝
真
田
信
典
▼
プ

レ
カ
ッ
ト
＝
海
野
林
作
（
四
面
へ
続
く
）

近
の
入
荷
減
の
影
響
の
た
め
、
こ
れ
も

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
供
給
面
で
も
、
国
産
材
、
輸

入
材
と
も
見
通
し
値
を
引
き
下
げ
た
。

　
国
産
材
は
、
前
年
比
三
・
六
％
減
の

千
五
百
九
十
七
万
三
千
k
、
輸
入
材
は
、

前
年
比
七
・
六
％
減
の
六
千
九
百
六
十

五
万
九
千
k
で
あ
る
。

　
引
き
下
げ
の
幅
は
、
国
産
材
で
は
、

わ
ず
か
で
あ
る
が
、
輸
入
材
で
は
大
き

く
、
丸
太
、
製
材
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、

パ
ル
プ
、
そ
の
他
の
全
部
門
と
も
見
通

し
値
を
引
き
下
げ
た
。

16
, 0
37

資
料
：
平
成
元
年
～
平
成
12
年
は
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」。
平
成
14
年
当
初
見
通
し
は
平
成
14
年
3月
、
平
成
14
年
見
直
し
は
平
成
14
年
9月
に
に
策
定
し
た
数
値
で
あ
る
。

注
：
1.
輸
入
材
の
う
ち
、
製
材
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
及
び
そ
の
他
は
、
丸
太
換
算
材
積
で
あ
る
。

2.
本
表
に
は
薪
炭
材
及
び
し
い
た
け
原
木
を
含
ま
な
い
。

3.
平
成
3年
か
ら
は
、
輸
入
の
構
造
用
集
成
材
が
需
要
の
そ
の
他
用
、
供
給
の
そ
の
他
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
平
成
十
三
年
に
続
い
て
、
需
要
減
に

よ
る
木
材
不
況
を
色
濃
く
反
映
し
た
見

通
し
で
あ
る
。

　
需
要
面
で
は
、
製
材
用
、
合
板
用
、

パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
、
そ
の
他
用
と
も

全
部
門
で
見
通
し
値
を
引
き
下
げ
た
。

こ
の
う
ち
、
集
成
材
を
含
む
「
そ
の
他

用
」
は
、
当
初
見
通
し
で
は
、
唯
一
前

年
比
増
加
が
見
通
さ
れ
て
い
た
が
、
最
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格
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　　　　協
同
組
合
事
業
功
績
者
・

　　　　　　　　　　　　優
良
組
合
表
彰

林
野
庁
長
官
感
謝
状

▼
北
海
道
＝
岩
寺
一
之
▼
問
屋
＝
長
井

幸
彦
▼
原
木
＝
市
川
英
治
▼
静
岡
＝
伊

藤
昭
三
▼
愛
知
＝
下
谷
勝
彦
▼
兵
庫
＝

八
木
政
次
・
望
月
康
生
▼
愛
知
＝
渥
美

郡
木
材
商
工
協
同
組
合
・
躬
藤
怜
碩
▼

三
重
＝
福
田
哲
明
・
奥
川
雅
雄
▼
滋
賀

＝
佐
倉
友
三
・
谷
口
昇
▼
京
都
＝
亀
岡

市
木
材
協
同
組
合
▼
大
阪
＝
塩
野
孝
・

鈴
鹿
清
▼
兵
庫
＝
揖
龍
木
材
協
同
組
合

・
野
村
昌
弘
▼
奈
良
＝
庄
司
俵
兵
衛
・

田
村
喬
▼
和
歌
山
＝
瀬
古
伸
廣
▼
島
根

＝
隠
岐
島
木
材
業
製
材
業
協
同
組
合
▼

岡
山
＝
岡
崎
稔
▼
広
島
＝
郷
健
司
・
藤

間
英
文
▼
山
口
＝
山
口
県
ウ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム
協
同
組
合
▼
徳
島
＝
加
村
て
る
み

▼
香
川
＝
中
村
勝
利
▼
愛
媛
＝
松
田
恒

生
▼
福
岡
＝
松
尾
剛
至
・
近
藤
修
▼
熊

本
＝
黒
藏
楠
男
・
山
口
登
▼
大
分
＝
香

川
正
樹
▼
鹿
児
島
＝
眞
茅
誠
▼
沖
縄
＝

新
垣
善
功

9月分集計表
モニター数131　　回答数82　　回収率63％

増加34％（28）
増加27％（22）
上昇　5％（　4）
上昇24％（20）

増加27％（22）
増加24％（20）
上昇12％（10）
上昇22％（18）

20％（14）
22％（15）
26％（17）
17％（12）
13％（　9）

変わらず51％（42）
変わらず51％（42）
変わらず89％（73）
変わらず73％（60）

変わらず66％（54）
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